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大阪湾上から見た六甲の隆起準平原

六甲の傾動地塊

1六 甲 山地



セイヨウタンポポ カンサイタンポポ

カンサイタンポポとセイヨウタンポポの分布（1986～87年）

2タンポポの分布



太山寺の照葉樹林 照葉樹林内のシイ林（太山寺）

六甲山のブナ イヌブナヰヰ フナの紅葉

3神戸の自然植生



アリマウマノスズクサ

シャクナゲ

サギソウ シチダン力

ユキモチソウ エビランタ

4神戸の貴重植物



ギフチョウ

ハッチョウトンボ

ギュリキマイマイ

キベリハムシ

5神戸の貴重動物



コサメビタキ

6神 戸の 野鳥



力ワムツ

ヨシノボリ

ア力ザ

ムギツク

ブルーギル

オオクチノてス

アネ1f1戸の淡水魚



神戸層群の地層（須磨区流通団地北）

丹波層群の砂岩（住吉川上流）

有馬層群（北区有馬町）

8ネ1j1戸の地層 （1)



大阪層群の地層（垂水区小束山付近）
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西区森友の海成沖積層
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川
副
幽
圏
ナ

、

明
値
凹
幽
閉
刷

ポートアイランド，毎底下の泥炭層

森友の沖積層中のアカホヤ火山灰

9十rjr戸の地層（2)



須磨アルプスに露出する六甲花こう岩

10花こう行と流紋岩
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六甲山地南麓の断層線崖

五自力橋断層

布引断層

事国

新神戸駅建設時に発見された諏訪山断層

五自力橋断層の断層破砕帯

1 l断層（1)



多井畑断層

12断 層（2)



サルノコシ力ケ科の新種

lL~1' 

ノ、チの化石 .,,.. .-，・，，.・
F ・
トン ' .. J・：o?]i

ーi

ヌマミズキ

13村l戸層群の化石



下顎左第三大臼歯 上顎右第三大臼歯

14アカシゾウの化石



1. 2.ムカシチヒ口 3 ハリマニシキ 4 セキモリガイ 5コベルトフネガイ

6 コシダカガンガラ 7アサリ 8 ヒメンラトリガイ 9 ヤマトシジミ

10.ナミマガシワ 11 フジツポの一種 12.ウニの一種

15舞子貝層から産出した化石



1ヤマトシジミ

5 ヤ力ドツノガイ

9イタポガキ

2ハリマニシキ

6 力モノアシガキ

10.ンオガマサンゴ

3ムカシチヒ口 4 スダレガイの－f重

7ツキガイモドキ 8イタヤガイ

11.ツメタガイの－f重 12.マカ’キ

16高塚山粘土層から産出した化石



17縄文土器 （灘区篠原遺跡）



~ヲ叶

1 8 方形周溝墓と木棺 (Pq[25：日｜引 1 / 'I •泣跡）



19桜す丘 5号銅鐸 （灘区篠ケ丘）



20三角縁唐草文帯四神四獣鏡 （東灘区東求女塚古墳）

と画文帯同向式1-ij1獣鏡 （須磨区得能山古lffe¥)



21竪穴住居祉と復元柱組（北区宅l京遺跡）



日酔

22五色塚古墳 （垂水区五色LLI)



23王塚古墳 (jltj区王塚台）



24古墳埴輪列と家形埴輪 ・鳥形埴輪（東灘区住吉東古境）
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Ji 

六
甲
山
を
い
だ
き
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
神
戸
は
、
豊
か
な
風
土
に
恵
ま
れ
、
古
来
、

港
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
と
に
幕
末
の
開
港
後
は
、
世
界
の
文
明

を
受
け
入
れ
る
窓
口
と
し
て
、

日
本
の
近
代
化
、
国
際
化
に
先
導
的
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

旬
新
修
神
戸
市
史
L

の
編
集
は
、
市
制
一

O
O周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
の
足
跡
を
た
ど
り
、

ニ
十
一
世
紀
へ
の
文
化
遺
産
と

し
て
、
後
の
世
代
へ
継
承
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
神
戸
の
歴
史
の
変
遷
を

ふ
り
か
え
り
、

そ
れ
を
記
録
に
と
ど
め
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
の

ひ
と
つ
と
も
い
え
ま
す
。

ネii~
1二1

で
は

こ
れ
ま
で

一
度
に
わ
た
り
延
べ
一
六
巻
の
市
史
を
刊
行
し
、
実
証

的
な
都
市
史
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
過
去
の
市
史
は
、



現
在
で
は
文
体
が
難
解
で
あ
っ
た
り
、
合
併
さ
れ
た
町
村
の
叙
述
が
な
か
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
に
お
け
る
遺
跡
・
遺
物
の
発
掘
や
史
料
・
史
実
の
発
見
な

ど
、
歴
史
学
の
発
展
に
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

な
記
録

類
が
散
逸
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
情
か

ら
、
歴
史
学
の
成
果
を
と
り
入
れ
、
平
易
で
格
調
の
高
い
神
戸
市
史
を
新
た
に
編
集

す
る
こ
と
が
、
各
方
面
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七

に
高
尾
一
彦
、

新
保

博
、
和
田
邦
平
、

足
立
忠
夫
の
各
氏
を
委
員
長
と
す
る
新
修
神
戸
市
史
編
集

委
員
会
を
設
置
し
、
広
く
史
料
の
収
集
・
保
存
を
行
う
と
と
も
に
、
執
筆
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

『
新
修
神
戸
市
史
』
が
市
民
の
足
跡
を
明
ら
か
に
し
、
文
化
の
創
造
と
発
展
に
寄

与
し
、
末
長
く
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

iii 



lV 

本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
編
集
委
員
、
執
筆
者
の
多
大
の
ご
尽
力
に
深
く
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
終
始
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
資
料
提
供
者
を
は
じ
め
関
係
者
各
位
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
元
年
四
月

神
戸
市
長

ず
吟
車
体



凡

fYU 

一
、
『
新
修
神
戸
市
史
』
歴
史
編
は
、
「
自
然
」
「
考
古
」
っ
古
代
」
「
中
佐
山
「
近
位
」
「
近
代
」
「
現
代
て
か
ら
な

る
が
、
こ
の
巻
は
第
一
巻
と
し
て
「
自
然
」
（
第
一
章
J
第
五
章
）
「
考
古
」
（
第
六
章
J
第
九
章
）
を
収
め
る
。

て
こ
の
巻
の
執
筆
分
担
者
は
、
巻
末
に
一
覧
表
で
示
し
た
。

一
、
本
文
の
叙
述
は
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
た
。

た
だ
し
、
歴
史
的
用
語
、
回

有
名
認
、
引
用
文
な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
こ
の
原
加
に
よ
っ
て
い
な
い
。

一
、
本
文
の
叙
述
は
、
諸
氏
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
本
世
間
の
伎
格
上
、

い
ち
い
ち
出
典
を
示
し
て

、
：
、
o

y
h
v
φ
ん
｝
V

た
だ
、
直
接
的
に
援
用
し
た
場
合
に
限
り
、
本
文
中
に
出
政
〈
を
記
載
し
た
。
「
自
然
」
「
考
古
一
と

も
巻
末
に
引
用
・
参
考
文
献
の
一
覧
を
掲
げ
た
。
な
お
、
っ
自
然
」
で
は
、

繁
雑
を
避
け
る
た
め
、

本
文
中

は
省
略
記
号
を
用
い
て
出
品
〈
を
示
し
た
。

〔
省
略
記
号
の
例
〕

神
戸
市
役
所
編
『
神
戸
市
史

ヌド

総
説
』
（
大
正
十
年
刊
）

は
、
（
神
戸
市
役
所
、

一
九
ニ
一
）
と
表
記
し
て
い
る
。

一
、
人
名
の
敬
称
は
す
べ
て
省
略
し
た
。

一
、
難
訓
ま
た
は
誤
読
の
お
そ
れ
の
あ
る
漢
字
は
、
各
章
の
初
出
の
と
こ
ろ
で
、

ふ
り
が
な
を
付
し
た
。
神
戸

v 



市
内
の
地
名
の
読
み
は
、

基
本
的
に
は
神
戸
市
総
務
局
区
政
課
編
『
神
戸
市
町
名
一
覧
表
』
（
昭
和
六
十
一
一
一

VI 

年
）
に
よ
っ
た
。

一
、
文
中
の
写
真
、
図
、
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
通
し
番
号
を
付
し
た
。
こ
れ
ら
の
掲
載
と
提
供
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
関
係
機
関
、
団
体
な
ら
び
に
諸
氏
の
名
称
は
、
原
間
と
し
て
巻
末
に
縄
げ
た
。

一
、
資
料
提
供
・
協
力
者
の
一
覧
は
巻
末
に
掲
げ
た
。
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第第
一
節

第
二
節

次II 

新
修
神
戸
市
史

！経
史
編

自
然
・
考
古

目

次

都
市
化
の
進
展
と
神
戸
の
白
然

よ
み
が
え
ずコ

た
／＼ 

叩
の
緑

明
治
初
期
の
ノ＼

111 
地

訟
の
は
じ
め
に

江
戸
時
代
の
ふ
ハ
中
の
荒
廃

砂
防
総
林
の
開
始

荒
廃
し
た
六
川
中
の
記
録

2 

昭和十一一一年水害と緑の回復・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一

土
砂
災
容
の
姿
悶

開
示日

午

水

水
市
没
後
の
砂
防
航
林

都
市
域
の
拡
大
と
自
然
の
変
化
：
・
j
a
－－：：

部都
T布市
1'.1~ 化
：，：，~現
詣象
用主
の 1司f
変化
イ七 j依
物

タ
ン
ポ
ポ
の
分
布
と
都
市
化
現
灸J

2 

港
湾
機
能
の
拡
大
と
海
岸
生
物

~rt. ヨヨー

Vll 



第
二
章

第
一
節

第
二
節

シ
ル
ピ
ア
号
に
よ
る
神
戸
港
の
調
査

貝
類
の
消
長

埋
め
立
て
の
進
行
と

自
然
海
岸
か
ら
海
上
人
工
島
へ

Vlll 

3 

水
生
生
物

よ
る
水
質
の
評
｛凶

ブu

高
度
経
済
成
長
と
水
質
汚
潟

サ
ワ
ガ
ニ
が
一
示
す
清
流
域

4 

着
生
植
物
と
都
市
気
候

着
生
植
物
の
分
布

二
酸
化
硫
黄
の
減
少
と
斎
生
組
物
の
回
復

神
戸
の
生
物
と
そ
の
生
態

生
物
の
生
態
と
環
境

神
戸
の
自
然
と
生
物

生
物
か
ら
み
た
’
闘
然
の
特
徴

ノ、
停i
iJ.I 
~ 

街
地

西
神
戸
の
丘
陵
地

2 

生
態、
的
環
境
の
特
徴

gg 

地
形
・
地
質
上
の
特
徴

気
候
上
の
特
徴

山
地
・
丘
陵
の
生
物
と
そ
の
生
態
・
：

山
地
の
植
物

広H
$. 

六
甲
山
の
森
林
植
生

コ
ナ
ラ
林
の
す
み
わ
け

ア
カ
マ
ツ
林
の
変
遼

ア
カ
マ
ツ
林
と

ア
カ
マ
ツ
林
の
立
ち
枯
れ



第
五
節

次

第
四
節

日

2 

Ill 
地

丘
陵
の
動
物

互プー

神
戸
の
同
比
虫
相

モ
グ
ラ
と
ネ
ズ

仲
間
叫
那
と
高
取
山
の
野
鳥

組
伎
と
昆
虫

ニ
ホ
ン
、
ザ
ル

神
戸
の
蝶

イ
ノ
シ
シ

神
戸
の
野
鳥

市街地の生物とその生態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・七一

市
街
地
O') 

緑

Fとゴ

市
街
地
の
緑
化

市
民
の
木
、
市
民
の
森

2 

帰
化
植
物

-!=; 

滋
と
帰
化
線
物
帰
化
植
物
の
特
色

帰
化
植
物
の
分
布
の
傾
向

俗
化
櫛
物
の
侵
入
拠
点
と
伝
わ
り
ガ

市
内
各
地
の

3 

市
街
地
の
昆
虫

ノ、
亡つ

市
街
地
と
昆
虫

市
街
地
と
郊
外
地
の
日
比
虫
相

4 

野市

号室
町否
。J野
逗鳥
出

住
宅
地
と
小
緑
地
の
野
鳥

5 

家
の
中
の
動
物

／句、
／＼  

ベ
ス
ト
と
ネ
一
ズ

衛
生
省
虫

新
し
い
タ
イ
プ
の
や
一
口
市
民

河
川
・
池
沼
の
生
物
と
そ
の
生
態
：
J

J

・－：

河
J 11 

池
沼
の
生
態
て＇7Tミ

IX 
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第
五
節

河
川
の
生
態
系

生
生
物

河
川
の
一
行
川
仰
と
自
浄
作
川

沼
池
と
崎
山
山
水

x 

ウ
ォ

i
タ

l
フ
ロ
ン
ト
と
水

2 

p’＇ r百
叩 J11 
叫！の
翠水
宋＇：t二
蔀生
rli 4今

JI I 

ブレ

日
レ
し
れ
ド
、
ノ
ザ
Ha－
－

Vト
l
J？
パ
利

1
6
弘行
t
Hハ

神
戸
の
溜
池

水
不
溜
池

':E. 
＂＂マ討

す

~w る
等水
7J¥ ~土
佐が｛
訟物
水

〈ご〉

市
栄
養
化
の
進
ん
だ
池
の

3 

4

、、
T
1
h
d
i

，Gl
u
－－t
、ノ〆、、ド
IG

J

ノ
H
叶
訓
他
、
J

“判例。…
J

A
切一

f

4 

がJ
JI I 

j也
泊
。コ
f台
湾｛

池
・
沼
に
す
む
品
川

河
川
の
魚
類
相

外
米
魚
の
佼
入

治
流
に
す
む
品
川
…

希
少
魚
ア
カ
ザ

取
l

揃
に
す
む
魚

淵
に
多
い
仏
…

海
の
生
物
と
;;; c 
の
生
態

機・潮間帯の生物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一一

神
戸
の
海
務
神
戸
市
治
作
の
機
の
泌
泌

d
E〉
H
リ

i

刊
山
口
山
町
℃
十
日
ハ

機
の
動
物

滋
湾
の
海
荻

港
湾
の

物

プし

治
的
の
付
活
体
物

2 

生
物
指
際
と
し
て
の
海
泌

浴
油
引
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

海
中
の
勺
フ
ラ
ン
ク
ト

γ

海
の

物

＂叶

ド
阪
ド
ア
J
h守
、
羽

討

i
u
f
d
！
？

3 

主人
W
ト
ト
ぃ
ト
に
ふ
川
V

V
H比
p

jん
～

F
ん
J
叶
何
得
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tノ、、日

貴
重
な
生
物
と
そ
の
保
護

民主

重
？ζ 
植
物

阪
ら
れ
た
場
所
に
分
布

有
地
の
特
殊
性

磁
の
分
布
の
限
界
地

可
人
ト
v
J
F
」也

k
p
i

コノ
λUμ
仁

1
2
5
，

減
少
傾
向
に
あ
る
種

4

4

 
1
 

正－

2 

之丞℃
主主主

重
ft. 
j箔

自
然
純
生

コ
ジ
イ
林

－

F

、

J

，；村

ブ
ナ
l
；
イ
ヌ
ブ
ナ
林

3 

貴
重
ft. 
動
物

IL町

外
岡
山
人
に
よ
る
新
種
貝
類
の
発
見

マ
イ
マ
イ
日
比
虫
類

ギ
ュ
リ
キ
マ
イ
マ
イ

コ
ウ
ベ
マ
イ
マ
イ

，i

，

〆

一
、
斗
1
a
J
ソ

〉

4 

自
然
の

保

保
全：

都
市
の
生
態
系

際
境
の
保
全

神
戸
の
地
形
と
地
質

神
戸
の
土
地
の

し、
一一L • .'JL 

ち

六
甲
と
大
阪
湾
に
象
徴
さ
れ
る
神
戸
の
地
形
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
j

i
－－：：・：：一

六
甲
山
地
の
形

ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
で
円
ん
た
六
中
と
そ
の
湖
、
H
M

2 

神
戸
の
地
質
概
説

基
盤
岩
と
被
夜
間
的

民
も
了
、
仁
偽
装
I
f
、

7
皮
J

泊
川
出
汁

f
J始、イ
L
L
五
長
μ
7
4
1
1
、
l
e
F
1

花
こ
う
お
績
と
流
紋
山
税
制
糾

ー、
1

4

i
i
L
イ
ノ
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第
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の
被
援
問
、
神
戸
府
群

新
し
い
方
の
被
減
問
、
大
阪
間
鮮

Xll 

激
し
い
火
成
活
動
・
流
紋
岩
と
花
こ
う
岩
・
：

火
の
闘
、
中
生
代
の
流
紋
岩
の
噴
出
：
：
・

白
川
出
紀
の
火
成
活
動
火
成
活
動
の
始
ま
り
と
第
一
期
火
山
活
動
カ
ル
デ
ラ
湖
の
誕
生

カ
ル
デ
ラ
を
燦
め
た
第
二
期
火
山
活
動
溶
岩
の
流
出
と
溶
結
凝
灰
お
第
二
カ
ル
デ
ラ
川
仰
の

成
立
第
一
一
一
期
火
山
活
動
と
巨
大
カ
ル
デ
ラ
の
形
成
カ
ル
デ
ラ
墜
と
岩
屑
流

2 

大
規
模
な
マ
グ
マ
の
上
昇
と
花
こ
う
岩
類

j
i
－－：：：：

j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：

j
i
－－：：：－

j
i
－－：一八

大
規
模
な
マ
グ
マ
の
上
芥
布
引
花
こ
う
閃
緑
山
お
と
土
橋
石
英
閃
総
岩
六
叩
花
こ
う
岩
と
御

影
石
六
叩
花
こ
う
山
行
を
貫
く
山
石
脈
群
火
成
活
動
と
関
連
す
る
地
下
資
源
や
温
泉

被
覆
層
の
神
戸
層
群
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
． ． ． 
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 
． ． ． ． ． ． 
． ． 
． ． ． 
． ． ． ． ． 
ノ＼
－［」ニ－

ネrt1
F' 
地
域
の
祈i
戸
！爵
1洋

ノ＼
L:; 

lr日
神
戸
湖
の
誕
生

神
戸
府
群
の
分
布

神
戸
市
間
部
の
神
戸
間
消

2 

白
地
域
の
神
戸
｝自
若干

ブw

一
一
一
回
致
地
の
神
戸
照
時
叶

神
戸
照
明
叶
の
地
質
年
代

大
阪
層
群
と
六
甲
変
動

プU
ヨヨー

第四紀関、大阪間群の内容と区分・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一

三牟又吋建前
F
nリ
λ可
1
r
r

」ノ

r
t
h弓
4σ
～P
A
r
r

一
一
一
張
関
鮮
の
意
味

六
甲
変
動
と
地
形
の
変
造
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第第
ニ
節

次ドl

2 

ノ＼

甲
山
地
の
断
層マ，
7F 

Eコ
寸コ

丸
山
衝
上
断
憶
と
六
甲
の
断
隠
系
五
助
協
例
断
隠
と
大
月
新
版
渦
ケ
森
断
隠
と
土
橋
断
層

和
田
畑
町
断
層
と
摩
耶
断
間
一
政
訪
山
断
隠
と
布
引
断
回
会
下
山
断
腐
と
長
岡
山
断
隠
須

磨
断
層
・
…
一
取
山
断
層
・
横
尾
山
断
簡
（
滋
屋
断
層
）
有
馬
i
…
百
問
機
構
造
線
六
甲
断
層
地
塊

近
議
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
活
断
層

3 

山
地
と
致
地

ノ＼

月3
変
動

大
阪
致
地
と
大
級
湾
綾
地

東
六
甲
と
凶
六
甲

神
戸
の
自
然
史
と
化
石
記
録

部

地
層
と
化

ヵ：
三五
日口

る
自
然

の
罷

史

自
然
史
の
研
究
法

自
然
史
の
鍵
・
地
問
と
化
石

2 

神
戸
の
白
熱
史
の
概
観

自
然
史
認
査
の
成
果

自
然
史
の
概
観

日
本
列
島
誕
生
期
の
神
戸
層
群
：

ネfjl
p 
j爵
若手
の
海
成
摺

ア可

多
弁
畑
の
貝
化
石

2 

神
戸
層
群
の
椴
物
イヒ
石

x11i 
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四
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神
戸
別
訴
の
フ
ロ
ー
ラ
（
秘
物
相
）
神
戸
隠
群
か
ら
特
徴
的
に
t
併
出
す
る
穏
一
以
備
中
化
石
コ
ン

ブ
ト
ニ
ア
中
間
中
南
’

mに
自
生
す
る
穏
現
夜
の
日
本
の
麻
林
を
つ
く
る
純
化
水
の
化
石

’j
品
伐
と
わ
う
す
ご
」
均
一
－

M
洋
η
f
v一
段
づ
ナ

ー

ノ

1
1
1
J
7
J
4
1
ト
1
〈

i
i”
L

XIV 

人
類
出
現
期
の
神
戸
の
自
然
：
：
：
：
：
：
・

ノ

カ
シ
ソ
ウ

の
発
見

伊
川
谷
町
の
プ
カ
シ
ゾ
ウ

ア
カ
シ
ゾ
ウ
の
米
た
滋

プ
カ
シ
ゾ
ウ
の
生
息
し
た
年
代

明
石
動
物
化
石
群
の
特
徴

2 

メ

タ
セ

コ
イ
ア
の
森
と
初l

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
森

生
け
る
化
石
メ
タ
セ
コ
イ
ア

湖
の
広
が
り

古

大

阪

湾

の

拡

大

と

明

石

海

峡

の

誕

生

・

霧
海
道
と
舞
子
iえ
！問

主王£
;Ju 

海
の
拡
大
を
告
げ
る
舞
子
日
ハ
岡
山

川
凶
粘
土
岡
山
の
示
す
十
u環
境

生
け
る
化
お
ム
カ
シ
チ
ヒ
ロ

2 

い
M

附塚山海進と明お海峡の誕生・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・土三

向
塚
山
隠
の
一
示
す
瓶
阪
な
気
候
メ
ジ
ロ
ザ
メ
の
歯
と
シ
オ
ガ
マ
サ
ン
ゴ
阿
久
化
石
群
と
プ
ジ

ツ
ボ
有
孔
虫
と
只
形
虫
に
よ
る
環
境
解
析
経
淡
が
諮
る
湖
か
ら
海
へ
の
変
化
大
規
侠

な
森
林
の
移
動

3 

明
T=i 
海
峡
の
誕
生

…MM
塚
山
間
の
広
が
り

寒
冷
・
初
出
緩
気
候
の
繰
り
返
し
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節

次

第
一
一
節

El 

最
終
問
氷
期
か
ら
現
在
の
自
然
へ
：

現
在
の
自
然

近
し、

j泣
終
i首1
氷
期

現
十
伐
に
似
た
自
然
環
境

今
よ
り
広
か
っ
た
大
阪
湾

針
葉
樹
・
広
葉
樹
混
生
の
媛
捌
肌
帯
林

2 

き
び
し
L、
自
然
の
最
終
氷
:tW 

川
山
石
旅
人
の
笠
場
と
寒
冷
気
候
冷
涼
淑
潤
だ
っ
た
前
半
の
然
、
冷
化

の
お
と
ず
れ
然
、
冷
気
候
の
お
と
ず
れ
府
内
、
冷
気
候
の
緩
和

乾
燥
化
と
小
潟
暖
気
候

匂

δ 

現
誼：
の
lヨ
タと

の

成

…
万
年
前
の
神
戸
の
’
M
然

八
千
年
前
こ
ろ
の
自
然

神
戸
の
気
候
・
水
・
大
気

j或
の
気

象
!hl' 
4性
の
概
観

ネti!
p 
の
気
｛長
と
気
象
観
測

気
象
の
地
域
特
性

気
象
の
観
測
史

2 

会.＼ )'<{ 

象象
辞統
~雪，.

訴と
い i也
方域

額

－
－
－
一
一
九
八

気
候
の
地
域
間
制
裁

気
候
の
経
年
変
化
と
気
象
特
性
の
地
域
分
布
：
・
：

気
象
台
観
測
値
か
ら
み
た
経
年
変
化

xv 
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気
概
の
変
化

日
照
時
間
の
変
化

降
水
設
の
変
化

平
均
風
速
と
風
向
の
変
化

XV! 

2 

ノ~ 
象
特
性
の
i也
域
的
分
布

ζコ

段
高
・
最
低
気
温
の
平
均
似

風
向
の
分
布

日
専
問
・
段
低
気
温
の
様
似

年
降
水
設
と
日
絞
大
降
水
並

3 

標
高
と
気
温
・
降
水
量
の
相
関

． 

ノ、

標
高
と
気
温
・
降
水
量

高
度
と
年
平
均
降
水
量

高
度
と
日
降
水
量
の
械
的
組

4 

兵
常
な
気
象
観
測j
値

異
常
気
象
の
出
現
日
最
高
・
最
低
気
温
の
奥
常
総
日
裁
大
風
速
の
奥
常
値

の
異
常
値
一
雨
降
水
記
録
悶
季
連
続
無
降
水
一
記
録

日
降
水
匹
以

水
質

大
気

地
下
水

水
質
の
変
化

/"¥. 

神
戸
の
水
域

河
川
の
水
質

湖
沼
の
水
質

海
域
の
水
質

水
環
境
と
生
物

2 

大
気
質
の
変
化

区耳

大
気
汚
染
と
汚
染
物
質
大
気
汚
染
の
調
交

昭
和
四
十
年
代
中
ご
ろ
か
ら
五
十
年
代
中
ご
ろ

昭
和
三
十
J
四
十
年
代
中
ご
ろ
の
大
気
汚
染

昭
和
五
十
年
代
中
ご
ろ
か
ら
現
在

3 

地
下
水

Z耳

神
一
戸
の
地
下
水

大
阪
腐
群
の
水
質

コ
ウ
ベ
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
宮
水

沖
積
平
野
の
水
質

神
戸
隠
群
の
水
質
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節

第
二
節

次目

旧
石
器
・
縄
文
時
代

最
古
の
狩
人
た

ち

明
石
原
人
の
発
見

更
新
伎
と
化
石
人
類
凶
八
木
発
見
の
H
旧
石
器
H

見

Mm石田愉
H
U

の
再
検
討
日
本
の
更
新
役
人
類
化
石

の
前
・
中
期
間
石
器

グ
明
石
原
人
M
M

の
発
見
凶
八
木
発

西
八
木
で
の
再
発
術
調
査
日
本

2 

ナ
イ
フ

形
石
器
の
登
場

後
期
旧
石
器
時
代
の
は
じ
ま
り

市
内
発
見
の
ナ
イ
フ
形
石
総

旧
石
総
狩
代
の
終
米

縄
文
人
の
く
ら

し

一吋

勺

矢
と
土
器
の
出
現

フ可
;tu 

縄
文
時
代
の
は
じ
ま
り

の
遺
跡
分
布

縄
文
時
代
の
時
期
区
分

六
甲
山
地
南
箆
の
卒
期
の
逃
跡

早
期

2 

縄
文
、海

進

縄
文
海
進
湖
の
汀
線

前
期
の
遺
跡
の
分
布

3 

東
の
土
器

密
の
土
器

ーヒゴ
フ可

篠
原
遺
跡

雲
井
巡
跡

宇
治
川
南
遺
跡

4 

縄
女
時
代
の
集
団
領
域

イゴ
ブU

XV!l 
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第
一
節

第
二
節

六
甲
山
地
鴎
畿
の
遺
跡
分
布

明
石
川
流
域
の
巡
跡
分
布

総
文
人
の
集
団
領
域

t
L
F
；
 

，伺川
J
i士
ゴ
可
噌
土
、
、

1
H
h
J
t
’’土
H
H
μ

，庁1
2
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水
市首
農
耕
の
開
始
と
発
展

先立
古
の
；段
耕
集
落

ノ、

水
稲
農
耕
技
術
の
伝
米
経
路
弥
生
時
代
の
時
期
区
分
市
内
絞
古
の
淡
耕
集
落

逃
跡
中
ハ
叩
山
地
南
麓
の
前
郊
の
遺
跡
貯
蔵
穴
が
群
在
す
る
楠
・
荒
田
町
遺
跡

に

波

ぶ

築

務

水

mm
が
発
見
さ
れ
た
戎
町
遺
跡
明
石
川
流
域
の
前
期
の
遺
跡

流
域
の
前
期
の
遺
跡

武
｝ヰ11沙北
JI! i往背
中上木

中
核
的
集
務
の
分
布

一
一
一
間
盆
地

核
的
集
落
の

成

2 

六
甲
山
地
市
総

明
お
川
流
域

1i 
器
と

器
台、
語、
る
交
流

3 

一
わ
総
の
原
陵
地
推
定

前
期
の
土
器
の
交
流

磁
神
戸
の
お
添
原
材
料
の
路
地

中
期
の
土
開
仙
の
交
流

六
甲
山
地
溺
鐙

北
神
戸
地
域

高
地
の
村

低
地
の
村

区当

六
甲
山
地
南
麓

一一一間山盆地

潟
地
性
築
指
惜
の
性
格

地
性
集
落
の
;;:,.. 
ノJ

布

庄司

Cコ

明
石
川
流
域
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第
一
節

次日

集
落
立
地
の
低
地
化

低
地
の
村
と
蹴

失
竪
穴
住
居
群

区弓

倭
悶
内
乱
と
同
時
期
の
焼
失
往
障
問
群

2 

商
神
戸
地
域
の
低
地
の
集
落

節

祭
市巳
と
増
葬

箆耳

フ可

銅
鐸
の
祭
り

庇耳

フ可

鈎
鍔
の
組
型
最
古
の
鈎
鐸

業
以
降
の
鈎
鍔
絞
後
の
銅
鐸

土
銅
鍔
一
一
一
回
盆
地
の
銅
線
鈴
剤
一

味

銅

線

の

絵

画

段

耕

絞

秋

山
間
際
平
野
の
銅
鐸
出
土
地
中
期
初
頭
の
銅
銀
中
期
中

銅
鐸
の
祭
犯
関
桜
ケ
丘
遺
跡
の
性
格
伝
大
月
山
出

銅
鐸
の
祭
り
銅
銭
の
壊
約
状
況
銅
鐸
援
約
の
意

2 
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